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○今年も木田地区にある学校評議員Ａ．Ｎ．さんの
田んぼをお借りして、全校田植え＆田んぼアート
づくり(テーマ：夏休み)を行いました。７月中旬
から８月中旬までが 見頃となる田んぼアートを
ご家庭の皆さんもぜひご覧ください。

○「明るい農村？」
作業は楽しく！！

○満足の出来映えにバンザーイ！

ɣ ᡂἜἻϰᰱ ỼἋỺ 【人権の花植え（6/11）】
○人権擁護委員の門脇さん

【染め出し】 からお話を伺った後、「い
○歯の磨き残しが一目でバレる怖～い検査です。 じめ」に関するＤＶＤ鑑

私は遠慮したいなぁ。 賞を行いました。その後
「なかよしゲーム」を経
て５～６年生は花壇へ、
１～４年生はプランター

○ベロ染め？ へと心を込めて苗を植え
舌自慢の柚稀君 ました。毎朝の水やりや

除草を通して、命を育む

【６年生・・・分教室との交流（6/5）】 喜 び を 感 じ
○やさしいお兄さんお姉さんたちは大人気！！ と っ て も ら

い た い と 思
い ます 。

○すっかり顔なじみ 仲よし記念撮影
○さぁウォークラリーに出発だ！

○「思いやりの心はぐくめ ひのきっ子（いじめ問題）を考える」

現在、日本国内のすべての学校で一番大きな問題となっているのが、「いじめ」問題です。学校はだれもが安全に安心して生活できる
場でなければなりません。しかしながら、誠に残念なことに、学校内外での「いじめ」にかかわる悲惨な報告が後を絶ちません。本校で
も、この問題に関しましては、命の大切さや人権問題とからめて、定期的にアンケート調査を行いながら繰り返し繰り返し指導しており
ますが、根絶とまではいっていないのが現状です。学校は社会の縮図といわれます。そこに集う子ども一人一人の考え、性格、そして生
活環境が違うのです。そして、そのことを尊重して学校生活を送らなければ、だれもが安全に安心して学べる学級・学校環境はできない
でしょう。このことを肝に銘じて、今後の学校生活を送ってほしいものです。ご家庭でのご指導もよろしくお願いいたします。
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○来年が本当の

勝負だ４年生

雄和の県営陸上競技場で行われた標記大会で躍動する
ひのきっ子たち。上位でゴールに向かってくる我が子を
待ちうけるご家族の皆さん、本当におめでとうございま
した。こんなに嬉しいことはありませんね。私も胸が熱
くなりました。午後まで会場にいられるっていいなぁ。
限られた練習に集中し、入念なアップをこなし、本番で
力を出し切る。すばらしいこの体験がきっと今後に生き

○自信みなぎる表情・・・これだから勝てる！ てくるはずです。おめでとう ランナーズ！！

祝 全県出場 少女80mＨ ６年Ｍ．Ｍ．、５年女子100ｍ Ｍ．Ｒ． ○もくもくとアップ・・・
※詳細は体文報をご覧ください


